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３．交通結節点の評価方法の検討 
 第２章において、交通結節点の機能と役割について整理したが、交通結節点においては“乗

り換え機能”が特に重要視される機能であることが明らかとなった。そこで本調査では、交通

結節点の計画や機能改善策立案に資する評価手法を確立するために、鉄道駅を対象とした利用

客の乗り換え行動抵抗を主題とし、評価に必要な指標の抽出を行い、この評価指標の導出に必

要となる調査項目とその計測方法、および評価の方法について、既往研究論文、文献情報等も

踏まえ、検討を行った。 

 

３-１ 評価指標の抽出 
 

（1 ）評価対象物について 

・ 鉄道駅での乗り換え機能を対象として、利用者が列車扉からホームに降り駅改札を通り、

駅前広場で他交通機関に乗り継ぐ等の交通結節点を利用する一連の乗り換え行動に着目

し、その経路上での乗り換え抵抗を主題とした。 

・ なお、駅及び駅前広場には乗り換え機能以外にも、交流・滞留機能、サービス機能、情報

機能も持ち合わせるが、本検討では、駅利用者の乗り換え行動に直接関連してくる項目に

限定することとした。（乗り換え機能を支援する案内情報、待ち合い施設等についても、

評価の対象とする。） 

 

 交通結節点として代表的な鉄道駅をとりあげ、各種乗り換え行動に着目し、その一連の乗り

換え経路全体における乗り換え抵抗要素を抽出し、その評価を行うこととした。即ち、乗り換

え行動全体の中での各種待ち時間、列車ホーム間の乗り換え（案内情報、待ち合い施設等も含

めて）、駅改札口・駅前広場等への移動等に伴う抵抗要因を洗い出し、何が障害となっているか

を整理し、その計測方法、評価のあり方について検討を行った。 
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（2 ）鉄道駅での乗り換え移動パターンについて 
鉄道駅構内（駅ホーム～通路～改札口等）及び駅前広場、駐輪場・駐車場に関連した鉄道利用

者の流れ（パターン）としては、下図のとおり整理される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  ３-１ 鉄道駅利用者の移動パターン 

 

乗り換えに際しては移動距離、階段等の歩行障害要素、通路幅・改札口の数等の施設内容が、

利用客の大小による混雑性も相まって移動時間に大きく影響を与える。また、乗り換え時間には

列車待ちの時間、駅前広場で接続するバス、タクシー待ちの時間も要因として加わってくる。ま

た、乗り換え時間以外にも上下移動・待ち合わせ環境による心理的負担及び歩行空間等の快適性

に係わる要素並びに他の公共交通機関等への乗り換えの情報提供に係わる要素についても、乗り

換え行動における抵抗要因として考慮する必要がある。図 3-1 中の①～③の利用者移動パターン

におけるバス乗降場等の乗り換え施設の移動抵抗要因も含めた流動のイメージは、図 3-2～4 の

とおり整理される。 

 

①降車ホームから他ホームへの鉄道乗り換え 

列車を降り、降車扉からホームを歩き、階段（エスカレーター）を利用して別のホームに向か

い、次の列車に乗り継ぐまでの移動パターンである。 

 

 
図  ３-２ ホームからホームへの移動パターン例 
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②降車ホームから改札口までの移動 

 当駅で下車し、ホームを歩き階段等を上り、駅改札口までに至る利用客の移動パターンである。

①は別のホームに向かうが、②では改札口まで行く人の動きである。 

 

図  ３-３ ホームから駅改札口までの移動パターン例 

 

③駅改札口から駅前広場周辺（乗り換え施設）までの移動 

 駅改札口及び駅前広場を通り、各目的地まで異なる交通手段に乗り換えて分散していく行動で

あり、駅端末手段の違いにより利用施設あるいはその経路が異なってくる。バス乗降場、タクシ

ー乗り場等の駅前広場内に設置された交通施設及び駐輪場、駐車場といった駅前広場周辺の施設

も含めての移動パターンとなる。 

 

図  ３-４ 駅改札口から駅前広場周辺までの移動パターン例 
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 11

（3 ）評価対象とする交通結節点の機能及び施設について 
 （２）で記した駅での旅客流動の流れに沿い、乗り換えに関連して駅構内及び駅前広場周辺の

評価対象とする機能及び施設の設定を行った。 

 

表  ３-１ 駅構内及び駅前広場周辺での評価対象機能（乗り換え抵抗） 

区分 空 間 機 能 特 性 関連する施設 

交通結節機能 
駅構内での人の流動を

導く 

ホーム、階段、エスカレーター、エレベー

ター、通路等 

滞留機能 
列車待ちのための滞留

機能 
ホーム、コンコースでのベンチ、待合室等

駅
構
内 

ホーム 

改札口 

コンコース 

通路 乗り換えの 

情報案内機能 

列車、バス等の運行情

報、経路案内等の提供
運行情報提供施設、案内板・情報機能等 

交通結節機能 
各駅端末交通手段を結

節・収容する 

通路、昇降施設、駐輪場、バス乗降場、自

動車乗降場(基本的な導入施設) 

交通空間 
乗り換えの 

情報案内機能 

交通機関の運行状況・

目的地・駅構内への利

用経路を知らせる 

路線バス等の乗り場案内板、運行情報提供

施設、各種機能等 

駅
前
広
場 

環境空間 滞留機能 

他交通機関との接続。

時間待ちのための滞留

機能 

ベンチ、待合室、滞留時間等 

駅
自
由
通
路
及

び
駅
広
周
辺
部

交通機関 交通結節機能 

周辺交通施設と駅・駅

前広場との人の流動を

導く 

通路、階段、昇降施設、駐輪場、駐車場等

 

【駅前広場の機能について】 

 駅前広場の空間としては、鉄道等利用者のバスやタクシーへの乗り換えなどのターミナル交通

を処理する「交通空間」、買い物客や待ち合わせなどの人々の交流や景観形成などの「環境空間」

の２つに分類されるが、その中で、駅前広場における基本的な機能として挙げられるものが「交

通結節機能」「景観機能」「サービス機能」の３つであり、それ以外の機能については、都市特性

等に応じての導入検討となっている。 

 これらを踏まえ、本調査において評価手法検討を行う際は交通結節点整備に伴い、乗り換え抵

抗が除去され、どの様に利用しやすさが向上するかに着目し検討が進められる。したがって、評

価対象とする駅前広場の機能については、交通空間としての部分に着目し各交通結節点において

導入検討が必要となる基本的な導入施設（「交通結節機能」と「乗り換えの情報案内機能」）を対

象とした。ただし、環境空間に係わる機能については、乗り換え負荷への影響が大きいと考えら

れる接続時間待ち等に係る滞留機能も評価対象に加えるものとした。 
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（4 ）評価対象となる交通結節点の機能の具体内容 
表 3-1 で整理したとおり、鉄道駅の交通結節点としての人の移動に関する機能においては、①

交通結節機能 ②滞留機能 ③乗り換えの情報案内機能 の 3つの機能が重視され、それらの内

容が評価の視点になると考えた。 

 

①交通結節機能 

（駅構内及び通路等） 

列車を降りてから、ホーム～階段～通路～改札口～コンコース等に至る駅構内での移動を評価

対象とした。ここでの移動距離、上下移動等に係わる施設整備の内容、ホーム・通路の幅員等に

よる混雑度合等は、移動時間及び快適性等交通結節機能の良否に大きく影響する。 

（駅前広場） 

 駅前広場は、大量輸送機関である鉄道交通と輸送単位の比較的小さい輸送機関である道路交通、

もしくは他の公共交通（バス交通）との交通結節点として、即ち、徒歩、自動車（バス、タクシ

ー、一般車）、二輪車等から鉄道への乗り継ぎを円滑かつ効率的に処理する役割を担うものであ

る。 

 その他、最近の新たな交通形態としてみられるパーク・アンド・ライド、キス・アンド・ライ

ドに対応できる機能、また、長距離バス、高速バス等へ対応できる機能も担うこととなる。ただ

し、これらについては必ずしも全ての交通結節点に備わるものではなく、交通結節点の特性や都

市特性を鑑み、機能として付加すべきものか否かを判断するものとなっている。 

 したがって、本調査が対象とする交通結節機能としては、主に駅舎と各乗り換え施設間との移

動の円滑さ・分かり易さ・快適さ等を、交通モード間の乗り換え利便を支援する上での重要な評

価視点として捉えた。 

 なお、駅前広場内の施設においては、立体施設等も想定されることから、施設の形態（立体・

平面）等による利用者の心理的な負担についても評価の視点とした。 

（駅自由通路及び駅前広場周辺部） 

 駅舎及び駅前広場周辺に立地する駐輪場、駐車場、バス停等からの移動アクセスに関連した交

通結節機能を対象とし、移動距離、上下移動等に係わる施設整備の内容、通路幅員等による混雑

度合等を、評価の視点となる。 

 

【評価対象とする交通結節機能】 

■鉄道と各種交通モード間の乗り換え・移動を支援する機能 

     ⇒移動の快適性・円滑性の確保、簡単明瞭な動線配置（これらを包括したユニバ 

ーサルデザイン） 
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②滞留機能 

（駅構内） 

 駅ホームでの列車の接続待ちにおいては、身体的疲労の軽減のためにベンチを配したり、風雨

等の障害を避ける待合室を設けるなど、快適な滞留空間機能を提供することが要請される。した

がって、利用客の時間待ち等に関する快適な滞留機能の提供の有無に関して評価を行うこととし

た。 

（駅前広場） 

 鉄道からバス、タクシー等への乗り換えにおいても、身体的疲労の軽減、快適な空間創出のた

めのベンチ、待合室、屋根付き通路等の整備が重要と考えられる。時間待ちという心理的負担を

軽減するためには、快適な滞留環境の提供の有無が望まれるため、これについても評価対象とし

た。 

 

【評価対象とする滞留機能】 

■乗り換え利用者の滞留（時間待ち）を支援する機能 

       ⇒肉体的・心理的負担を軽減する快適な滞留空間の整備 

 

 

③乗り換えの情報案内機能 

（駅構内） 

 駅構内・コンコースでの列車運行ダイヤ、接続に関する情報提供、列車の遅延等リアルタイム

の運行情報等の提供が、利用者の利便向上に大きく関連する。また、駅前広場から出発する路線

バスの乗り場案内、タクシー等の乗り場案内、接続する交通機関の各種情報提供についても、利

用者の乗り換え利便、無駄な行動の省略（心理的負担の軽減）等に大きく寄与する。 

 したがって、利用者の視点に立ってわかりやすい交通機関の案内情報提供がされているか否か

を評価の視点とした。（通勤目的等の通常の乗り換え時には動的な情報が必要であり、初めて駅

を訪れた人等の乗り換え時には静的な情報、また高齢者等にとっては、車両の情報（優先座席位

置）も必要となる。） 

（駅前広場） 

 駅前広場では、路線バスの運行経路、ダイヤ等に関する情報提供機能が必要であり、リアルタ

イムの運行情報提供も含めて、利用者にわかりやすい乗り換え情報を提供し、心理的負担を軽減

することが、乗り換え行動の負荷軽減となる。（駅構内と同様に、乗り換え利用者の属性等に伴

い、動的・静的な情報を適材適所に配置する必要がある。） 

 

【評価対象とする乗り換えの情報案内機能】 

■交通結節点利用者の公共サービスを支援する機能 

       ⇒有用かつ明瞭な情報提供施設配置 
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（5 ）評価指標の抽出 
 鉄道駅での乗り換え行動を主体に、（４）で設定した①交通結節機能、②滞留機能、③乗り換

えの情報案内機能を対象に、具体的な評価の際に用いる指標について、既往研究論文、文献情報

等を踏まえ抽出するとともに、その考え方を示した。 

 

【各種交通モード間の乗り換えを支援する機能に関する評価指標】 

 各種交通モード間の乗り換えを支援する機能に関する評価指標については、以下の項目を考え

た。評価の視点としては、対象とする 3 つの機能についてそれぞれ肉体的負担、心理的負担の 2

つの要素に区分し、主に前者を経路上の各施設への所要時間や混雑による歩行のしやすさ、後者

を移動や待ちに関する支援施設の有無を項目として取り上げ、それらの項目における抵抗要因を

踏まえたうえで評価を行うものとした。 

 
表  ３-２ 評価指標（乗り換え抵抗）の一覧 

評価項目 評価指標 指標の内容 

移動時間 ・各交通施設間の乗り換えに要する移動距離，時間 

・水平移動、垂直移動時の利用施設別の状況で、肉体的な

負担状況（水平移動に基準化しての一元的評価.etc） 

混雑等による 

待ち時間 

・通路、階段、エレベーター、改札口等での施設混雑によ

る待ち時間 

・駅前広場等での信号や横断歩道等の歩行上の不連続点箇

所の有無、待ち時間 

肉体的負担要素 

歩行空間の広さ

等 

・歩行空間等の広さによる歩行のしやすさ（動線の交錯状

況、ピーク時の歩行者密度別での歩行時間等） 

歩行者支援施設

の整備状況 

・歩行を支援する施設（エスカレーター、エレベーター、

動く歩道等）の設備有無による心理的な負担 

交 通 結 節

機能 

心理的負担要素 

駅前広場内施設

の形態 

・駅前広場を構成する各施設（駐車場、駐輪場、バス乗降

場、タクシー乗降場等）の形態（立体・平面）の別によ

る心理的な負担 

肉体的負担 接続待ち時間 ・列車、バス等への乗り換えに伴う接続待ち時間 

待ち合い施設の

整備状況 

・ベンチの数、待合所の有無（面積） 

・滞留施設 利用者数との需給バランス 

滞留機能 

心理的負担要素 

快適施設の整備

状況 

・ホーム、駅前広場での待ち合わせ施設、雨風よけに配慮

した乗り換え環境支援の整備状況による快適性 

情 報 案 内

機能 

心理的負担要素 情報案内機能の

わかりやすさ 

・列車間の乗り継ぎダイヤ、接続するバスの路線図、ダイ

ヤ等の交通機関全般の乗り換えに関わる各種情報提供機

能のわかりやすさ、動的情報の有無による心理的負担 

 

 次頁には、上表の各項目に対応する具体の評価指標の内容説明を行った。 
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表  ３-３ 鉄道駅での乗り換え移動パターンでの評価指標一覧 

移動パターン（該当するもの○印） 

 評価指標 具体の評価指標 
移動抵抗として 

関わってくる項目 

①ﾎｰﾑからﾎ

ｰﾑへの列車

乗り継ぎ技

②ﾎｰﾑから

改札口まで

の移動 

③駅改札口

から駅前広

場周辺まで

の移動 

・ホームから階段

等までの歩行時

間（秒） 

・同左距離（ｍ） 

・ホームの幅（ｍ） ○ ○  

・通路の歩行時間

（秒） 

・同左距離（ｍ） 

・通路の幅（ｍ） 
○ ○ ○ 

・階段の歩行時間

（秒） 

・階段の段数（段） 

・階段の幅員（ｍ） 
○ ○ ○ 

・エスカレーター

の移動時間

（秒） 

・エスカレーターの幅員

（ｍ） 

・対応する階段数（段）
○ ○ ○ 

・エレベーターの

移動時間（秒）

・エレベーターの処理能

力（人／時） 

・対応する階段数（段）
○ ○ ○ 

・階段及びエレベ

ーター等での待

ち時間（秒） 

・階段、エレベーターの

処理能力(人/時) 

・定員(人) 
○ ○ ○ 

・駅改札口での待

ち時間(秒) 

・改札口の開放数 
 ○  

・信号、横断歩道

等による待ち時

間（秒） 

・不連続点の数 

・立ち止まり時間率   ○ 

乗り換え・待

ち等による移

動時間 

(肉体的負担) 

・歩行空間の広さ ・歩行者の動線交錯及び

錯綜状況 

・歩道の幅員（ｍ）、障

害物の有無 

○ ○ ○ 

歩 行 支 援 施 設

の整備状況（心

理的負担） 

・歩行支援施設の

整備状況 

・エスカレーター、エレ

ベーター、動く歩道

の配置有無 
○ ○ ○ 

交
通
結
節
機
能 

駅 広 内 施 設 の

形態（心理的負

担） 

・駅前広場内の施

設の形態（立

体・平面） 

・立体施設の利用の有無

  ○ 

・ホームでの列車

待ち時間（分）

・列車運行頻度 
○   

接続待ち時間 

(肉体的負担) 

・バス、タクシー

への乗継ぎ待ち

時間（分） 

・バス運転頻度 

・タクシー配車状況   ○ 

・ホーム、駅前広

場等での待合施

設の整備状況 

・ベンチの数 

・待合所の有無 ○ ○ ○ 

滞
留
機
能 

待合い施設・快

適 施 設 の 整 備

状況 

(心理的負担） ・乗継環境支援施

設の整備状況 

・シェルター付のバス

停、通路の有無 etc 
  ○ 

・動線と案内板配

置の適合性 

・情報案内機能のわかり

やすさ 
○ ○ ○ 

・列車間の乗継ぎ

情報等の適切な

提供 

・情報案内機能のわかり

やすさ ○   

情
報
案
内
機
能 

情報案内機能

のわかりやす

さ 

(心理的負担) 

・接続するバス等

の適切な案内 

・情報案内機能のわかり

やすさ 

・情報入手操作の容易性

及びリアルタイムの

情報提供 

  ○ 
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３-２ 評価方法の検討 
 

（1 ）既存文献による評価方法の整理 
 乗り換え行動に関して定量的に評価を行っている学術論文を対象に、実際の定量化に関わる評

価手法に着目し、その内容を整理した。これらを踏まえ、本調査において計測を考える評価指標

（交通結節機能、滞留機能、情報案内機能）と既存の学術論文での評価手法の関係について整理

し、本調査での評価手法設定のための基礎資料とした。 

 交通結節点における定量的評価に関する文献として対象とした論文タイトル、評価手法の内容

の一覧は以下のとおりである。さらに次頁以降に各論文での評価方法について個別に整理したも

のを示した。 

 

表  ３-４ 既往文献一覧 

論文タイトル 評価手法の内容 

『都市公共交通ターミナルにおける乗換抵抗の

要因分析と低減施策による便益計測に関する研

究』 

（京都大学） 

乗り換え行動別の所要時間と乗換行動（施設）別のコ

ストによる一般化費用を用いた評価手法について検

討されている。 

『鉄道駅における乗換行動の負担度とアクセシ

ビリティに関する研究』（大阪大学） 

各乗り換え行動の移動の負担感を水平通路歩行時間

に置き換えた一般化時間を用いた評価手法について

検討されている。 

『都市鉄道における乗継利便性向上施策の評価

手法に関する研究』（（財）運輸政策研究機構）

乗り継ぎ要素別の移動時間算定モデルの構築と乗換

行動、乗車時間の一般化費用を用いた評価手法につい

て検討されている。 

『平成 11 年度 都市内道路評価手法検討調査』

（H12.3、建設省都市局） 

乗り継ぎ等の移動全体での所要時間の短縮量と時間

評価値を用いた便益計測による手法について検討さ

れている。（快適性等については、ＷＴＰを用いた便

益計測手法について検討されている） 

『交通結節点のあり方に関する研究』 

（日本鉄道建設公団東京支社、H5.6） 

首都圏の郊外部駅を対象に、移動距離及び階段数等の

移動抵抗を比較・分析調査を行っている。なお、移動

抵抗を定量的に示すため、エネルギー消費量を指標と

して採用している。 

『公共施設におけるバリアフリー化を目的とし

た移動連続性に関する調査』 

（第 33 回日本都市計画学会学術研究論文集） 

地下鉄駅に着目し、駅構内の主要な設備における福祉

的配慮の水準、それら設備を利用しながら移動する場

合の連続性について事例調査を行い、移動連続性の確

保のための要件について考察している。 

『交通結節点の現状』（交通工学、1991、No5）

 

様々な乗換要素（水平方向の移動、上下方向の移動

等）について、どの程度の抵抗があるかについて、鉄

道経路選択モデルを用い、乗換抵抗を定量化してい

る。 

『交差立体可視化モデルを用いた群衆の交錯状

態の表現に関する研究』 

（早稲田大学） 

空間において交錯する人の動きを対象に、移動平面を

ＸＹ平面、時間軸をＺ軸に取り、３次元空間に立体的

に表したモデルを用い、人の交錯状況を把握する手法

について検討を行っている。 
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阪
市

交
通
局
）
 

・
移
動
時
の

負
担

感
を

移
動

手
段

間
で

比
較

す
る
た
め
の

指
標

と
し

て
、
各

移
動

に
お

け
る

所
要

時
間

の
換

算
係

数
で

あ
る

等
価

時
間

係
数
を
把

握
。

 
・
対
象
と
す

る
移

動
は

、
水

平
通

路
歩

行
、
階

段
上
り
・
下

り
、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
上

り
・
下

り
、
動
く

歩
道

、
エ

レ
ベ

ー
タ

、
待

ち
。

 
・
属
性
は

、
性

別
で

の
高

齢
者
（

6
0
歳

以
上

）
、

非
高
齢
者

に
よ

る
４

区
分

 

 
等

価
時

間
係

数
と

所
要

時
間

を
用

い
て

、
一
般
化
時
間
を
算

出
す

る
。

 
 

な
お

、
一

般
化

時
間

の
算

出
に

お
い

て
は

、
対
象
と
な
る
乗

換
行

動
全

て
を

水
平

通
路

歩
行

に
置

き
換

え
た
場
合
の
歩
行
時

間
と

し
て

捉
え

て
い

る
。

 
 Ｇ

（
一

般
化

時
間

）
＝

Ｗ
×

Ｔ
 

 
Ｗ

：
等

価
時

間
係

数
 

 
Ｔ

：
各

乗
換

行
動

所
要

時
間

 
 

・
移

動
手

段
別

負
担
感
調
査
に
よ
り
、
各
移
動
に
対
す
る
水
平

通
路
歩
行
を
基
準
と
し
た
等
価
時
間
係
数
を
設
定
 

・
 ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て
、
異
な
る
２
つ
の
移
動

手
段

を
対

象
に

片
一

方
の

所
要

時
間

を
変

化
さ

せ
た

複
数

の
条

件
提

示
に
対
し
、
一
対
比
較
し
た

う
え

で
好

ま
し

い
方

を
選
択
し
て
も
ら
い
、
選
択

率
が

5
0
％
 

と
な
る
点
を
 

等
価
な
時
間
 

と
見
な
し
て
 

係
数
を
設
定
 

     
図
 

等
価
時
間
算
定
の
考
え
方
 

 

デ
ー

タ
の
収
集
方
法
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 
備
 

考
 

 
阪

急
梅

田
駅

の
改
札
口
付
近
に
お
い
て
、
ア

ン
ケ

ー
ト

票
を

配
布
（
1
,
9
5
0
票
）
し
、
郵
送

回
収

に
よ

り
4
2
6
票
の
回
答
を
得
て
い
る
。
 

 
ア

ン
ケ

ー
ト

：
 

阪
急

梅
田

駅
の

乗
り

換
え

ル
ー

ト
選

択
ア

ン
ケ

ー
ト

 
等

価
時

間
算

出
の
た
め
の
一
対
比
較
ア
ン

ケ
ー

ト
 
 

 
の

２
種

類
を

実
施
。
 

 
ア

ン
ケ

ー
ト

デ
ー
タ
は
、
利
用
頻
度
に
応
じ

て
重

み
付

け
し

分
析
さ
れ
て
い
る
。
 

等
価

時
間

係
数

の
設

定
値

（
全

体
）

は
、

水
平

通
路

歩
行

の

移
動

時
間

を
１

と
し

た
場

合
の

係
数

と
し

て
整

理
し

て
い

る
。
 

    

 
図

 
移

動
形

態
別

で
の

等
価

時
間

係
数

設
定

値
（

全
体

）
 

 
本

研
究

で
は

属
性

別
に

各
乗

換
行

動
毎

の
等
価
時
間
係
数
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

は
心

理
的

な
要

因
も

含
ま

れ
た

評
価

と
考

え
ら
れ
る
。
 

 
混

雑
を

考
慮

し
た

一
対

比
較

と
な

っ
て

い
な
い
。
混
雑
状
況
に
関
す
る
評
価
を
含
む
指
標

の
整
備
が
必
要
で
な
い
か
。
 

 
評

価
は

距
離

や
段

数
に

比
例

す
る

と
考

え
て
よ
い
か
、
距
離
や
階
段
に
は
限
界
距
離
が
あ

る
の
で
な
い
か
。
ま
た
、
心
理
コ
ス
ト
は
指
数

的
に
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
 

1
.5

6
4

1
.5

6
4

2
.2

3
4

1
.5

2
6

0
.8

5
4

1
.0

4
8

1
.0

0
0

0
.8

2
0

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

エ レ ベ ー タ

待 ち
階 段 上 り

階 段 下 り

エ ス カ レ ー タ 上 り

エ ス カ レ ー タ 下 り

水 平
動 く 歩 道

等 価 時 間 係 数

表
 
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
項
目
と
選
択
率
の
例
 

通
常

歩
行

階
段

利
用

通
常

歩
行

選
択

率

15
秒

10
%

30
秒

30
%

45
秒

60
%

60
秒

80
%

６
０

秒

 
 

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

1
5
秒

3
0
秒

4
5
秒

6
0
秒

階
段

利
用

（
秒

）

通 常 歩 行 選 択 率

4
0
秒
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③
乗
り
継
ぎ
要

素
別

の
移

動
時

間
算

定
モ

デ
ル

の
構
築
と
乗
り
換
え
行
動
、
乗
車
時
間
の
一
般
化
費
用
を
用
い
た
評
価

 

 

論
文
名
・
著
者
名
 

分
析

の
対

象
 

評
価

の
単

位
・

指
標

 
分
析
手
法
 

『
都

市
鉄

道
に

お
け

る
乗

継
利

便
性

向
上

施
策

の
評

価
手

法
に

関
す
る
研
究
』
 

 加
藤

 
浩

徳
（

工
博
 
（
財
）
運
輸
政
策
研
究

機
構

調
査

室
調

査
役
）
 

芝
海

 
潤
（

工
修
 
（
株
）
ラ
イ
テ
ッ
ク
社
会

調
査

・
計

画
室

室
長
代
理
）
 

林
 
 
淳
（

工
修

 
日
本
鉄
道
建
設
公
団
東
京

支
社

計
画

部
調

査
課
長
）
 

石
田

 
東

生
（

工
博
 

筑
波
大
学
社
会
工
学
系

教
授

）
 

・
駅
構
内
の

乗
り

継
ぎ

要
素

別
の

混
雑

レ
ベ

ル
に
応
じ
た

所
要

時
間

の
算

定
モ

デ
ル
（

乗
り

継
ぎ
流

動
サ

ブ
モ

デ
ル

構
築

）
 

・
乗
り
継
ぎ

利
便

向
上

に
伴

う
利

用
経

路
（

発
駅

→
着

駅
の

利
用

経
路

）
の

変
化

を
評

価
（
鉄
道
経

路
選

択
サ

ブ
モ

デ
ル

構
築

）
 

・
乗
り
継
ぎ

要
素

の
対

象
と

し
て

は
、

上
り

・
下
り
階

段
、
通

路
の

移
動

、
上

下
エ

ス
カ

レ
ー
タ
、

改
札

等
で

の
待

ち
 

・
属
性
に

つ
い

て
は

、
高

齢
者
・
非

高
齢

者
の

通
勤
・

通
学

・
業

務
・

指
示

別
で

の
把

握
 

【
乗

り
継

ぎ
流

動
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

・
各

乗
り

継
ぎ

要
素

に
お

け
る

所
要

時
間

を
捉
え
る
 

【
鉄

道
経

路
選

択
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

・
対

象
経

路
（

発
駅

→
着

駅
間

）
の

選
択

確
率
を
モ
デ
ル
化
。

乗
継

時
間

を
変

数
と

し
て

用
い

る
タ

イ
プ

等
の

パ
ラ

メ
ー

タ
と

し
て

、
通

勤
・
通

学
・
業

務
・
私

事
目
的
別
に
時
間
評

価
を

推
定

。
 

【
乗

り
継

ぎ
流

動
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

・
各

要
素

に
お

け
る

乗
り

継
ぎ

条
件

と
乗
り
継
ぎ
流
動
量
を
用

い
た

「
混

雑
指

標
」
と
各
要
素
に
お
け
る
乗
り
継
ぎ
所
要
時

間
か
ら
回
帰
式
を
求
め
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
設
定
 

【
鉄

道
経

路
選

択
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

・
初

乗
り

か
ら

最
終

降
車

駅
間

の
鉄

道
利
用
経
路
に
つ
い
て
、

目
的

別
・

属
性

別
に
非
集
計
ロ
ジ
ッ
ト
モ
デ
ル
に
よ
り
パ
ラ

メ
ー
タ
を
設
定
 

・
 モ

デ
ル
の
説
明
変
数

-
-
-
-
-
-
乗

車
時

間
（
分
）
、
費
用
〔
運

賃
〕

（
円
）
、
車
両
内
混
雑
指
標
、
乗
継
時
間
（
分
）
、
上

り
階

段
時
間
（
分
）
、
下
り
階
段
時
間
（
分
）
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
時
間
（
分
）
、
水
平
歩
行
時
間
（
分
）
 

 

デ
ー

タ
の
収
集
方
法
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 
備
 

考
 

【
乗

り
継

ぎ
流

動
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

・
首

都
圏

の
１

３
０
駅
、
４
０
８
パ
タ
－
ン
の

乗
継

パ
タ

－
ン

。
ピ
－
ク
時
と
オ
フ
ピ
－
ク

時
で

の
、
定

期
券
の
利
用
者
の
多
い
流
動
方

向
。

 
・

乗
継

時
間

(
施

設
別

の
移

動
時

間
、

待
ち

時
間

）
、
施

設
内

容
（
幅
員
、
階
段
数
、
改
札

数
等

）
に

つ
い

て
実
測
調
査
。
 

【
鉄

道
経

路
選

択
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

・
①

大
都

市
セ

ン
サ
ス
Ｍ
／
Ｔ
よ
り
、
１
回
以

上
の

乗
り

継
ぎ

を
行

っ
て

い
る

利
用
者
サ
ン

プ
ル

を
抽

出
 

・
②

①
サ

ン
プ

ル
か
ら
、
経
路
が
複
数
存
在
す

る
よ

う
な

初
乗

駅
→

降
車

駅
の

組
み
合
わ
せ

の
利

用
者

サ
ン
プ
ル
を
抽
出
 

・
③

②
で

得
ら

れ
た
デ
ー
タ
が

4
0
0
を
超
え
る

場
合

は
ラ

ン
ダ
ム
に

4
0
0
程
度
の
サ
ン
プ
ル

を
抽

出
 

・
上

記
に

つ
い

て
目
的
別
・
属
性
別
に
サ
ン
プ

ル
を

抽
出

 

【
乗

り
継

ぎ
流

動
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

以
下
の
４

つ
の

モ
デ

ル
式

を
構

築
（

混
雑

指
標

を
加

味
し

た
も

の
）

 
上
り
階
段

等
待

ち
時

間
算

定
式
：
上

り
階

段
待

ち
時

間
を

、
上

り
階

段
の

混
雑

レ
ベ

ル
を

説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
で
説
明
（
上

り
階

段
幅

容
量

 
2
5
0
0
人

/
時

ｍ
）

（
上

り
エ

ス
カ

レ
ー

タ
容

量
 

6
7
5
0
人

/
時

二
人

用
、

4
5
0
0
人

/
時

一
人

用
）

 
上
り
階

段
歩

行
速

度
算

定
式

：
上

り
階

段
歩

行
速

度
を

、
上

り
階

段
の

混
雑

レ
ベ

ル
を

説
明

変
数
と
す
る
回
帰
式
で
説
明
 

下
り
階

段
歩

行
速

度
算

定
式

：
下

り
階

段
歩

行
速

度
を

、
下

り
階

段
の

混
雑

レ
ベ

ル
を

説
明

変
数
と
す
る
回
帰
式
で
説
明
 

水
平
通

路
歩

行
速

度
算

定
式
：
水

平
通

路
歩

行
速

度
を

、
水

平
通

路
の

混
雑

度
レ

ベ
ル

を
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
で
説
明
（
水

平
通

路
容

量
 

3
0
0
0
人

/
時

ｍ
）

 
 

【
鉄

道
経

路
選

択
サ

ブ
モ

デ
ル

】
 

通
勤
目
的
の

乗
り

継
ぎ

要
素

別
時

間
評

価
値

を
設

定
 

 そ
の
他
、
通

勤
・
通

学
・
業

務
・
私

事
目

的
の

属
性

別
乗

車
時
間
・
乗

り
継

ぎ
時

間
の

時
間

評
価

値
を

設
定

 
 

実
態

交
通

デ
ー

タ
を

用
い

た
分

析
で

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
比

べ
説

得
力

に
富

む
。
し
か
し
、
サ
ン
プ
ル
数
の
制
約
か
ら
か
、

個
別

施
設

別
の

時
間

評
価

値
に

つ
い

て
は

通
勤

目
的

の
乗

換
行

動
別

で
し

か
設

定
さ

れ
て

い
な
い
。
 

本
研
究
で
は
、
混
雑
指
標
を
加
味
し
た
乗
換

行
動

別
の

移
動

時
間

等
の

算
定

モ
デ

ル
式

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
属
性
別
で
は
高
齢
者
・
非

高
齢
者
別
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

混
雑

評
価

か
ら

施
設

別
所

要
時

間
を

よ
り

的
確

に
評

価
で

き
る

よ
う

に
さ

れ
て

い
る

が
、
一
方
で
各
施
設
の
所
要
時
間
に
よ
る
時
間

評
価
が
な
さ
れ
、
個
別
乗
継
ぎ
施
設
の
評
価
や

心
理
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 

表
 
乗
換
行
動
別
の
時
間
評
価
値
推
計
値
 

乗
換

行
動

 
高

齢
者

 
非

高
齢

者
 

階
段

上
り

 
7
2
.2

 
6
9
.1

 

階
段

下
り

 
7
2
.0

 
6
4
.1

 

水
平

歩
行

 
5
2
.6

 
5
2
.3

 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

 
4
0
.9

 
3
7
.3

 

（
単

位
：
円

／
分

）
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④
乗
り
継
ぎ
等

の
移

動
全

体
で

の
所

要
時

間
の

短
縮
量
と
時
間
評
価
値
を
用
い
た
便
益
計
測

 

（
快
適
性
等
の

Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
用
い
た
便
益
計
測
）
 

 

論
文
名
・
著
者
名
 

分
析

の
対

象
 

評
価

の
単

位
・

指
標

 
分
析
手
法
 

『
平

成
1
1
年

度
 
都
市
内
道
路
評
価
手
法
検
討

調
査

』
（

H
1
2
.
3
、
建
設
省
都
市
局
）
 

 
駅

前
広

場
等

の
整

備
に

対
す

る
整

備
効

果
を
金
銭
評
価

し
、
費

用
便

益
分

析
等

に
適

用
す

る
こ
と
を
目

的
と

す
る

。
 

 駅
前
広
場
・

歩
行

者
専

用
道

の
整

備
に

伴
う

、
以

下
の

項
目

が
効

果
計

測
対

象
と

さ
れ

て
い

る
。
 

【
所

要
時

間
】

 
・
移
動
経
路

全
体

に
お

け
る

歩
行

時
間

 
・
移
動
経
路

内
の

バ
ス
・
タ

ク
シ

ー
待

ち
時

間
【

快
適

性
等

】
 

・
移
動
経
路

内
の

上
下

移
動

に
関

す
る

快
適

性
・
移
動
経

路
内

の
移

動
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

 
・
 移

動
経
路

内
の

交
流

機
会

の
増

大
・
都

市
景

観
の
向
上

 
 

各
項

目
と

も
、

便
益

と
し

て
費

用
化

 
【

所
要

時
間

】
 

・
時

間
評

価
値

に
対

し
短

縮
時

間
を

乗
じ

金
銭
化
 

【
快

適
性

等
】

 
・

Ｃ
Ｖ

Ｍ
法

に
よ

る
支

払
意

志
額

を
用

い
た
金
銭
化
 

【
所

要
時

間
】

 
・

「
費

用
便

益
分

析
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
」
等
に
お
け
る
乗
用

車
の
時
間
価
値
原
単
位
、
平
均
乗
車
人
員
よ
り
以
下
の
時
間

評
価
値
を
設
定
し
て
い
る
。
 

平
日
：
5
6
円
/
台
・
分
÷
1
.
4
4
人
/
台
＝
3
8
.
9
≒
4
0
円
/
分
・
人
 

休
日
：
8
4
円
/
台
・
分
÷
2
.
0
1
人
/
台
＝
4
1
.
8
≒
4
0
円
/
分
・
人
 

【
快

適
性

等
】

 
・
Ｃ
Ｖ
Ｍ
法
に
よ
り
支
払
意
志
額
を
設
定
 

 

デ
ー

タ
の
収
集
方
法
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 
備
 

考
 

【
所

要
時

間
】

 
・
図

面
等

か
ら

歩
行
距
離
を
計
測
し
、
移
動
に

関
す

る
所

要
時

間
の
変
化
量
を
計
測
（
属
性

の
別

は
無

し
）
 

【
快

適
性

等
】

 
・
全

国
1
0
の

自
治

体
に
お
い
て
、
2
,
7
0
0
票

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
配
布
し
、
9
0
7
票
の
回
答
を

得
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
推
計
（
属
性

の
別

は
無

し
）
 

【
所

要
時

間
】

 
Ｂ
＝
Σ
Ｎ

×Δ
ｔ

×
Ｃ

 
 

Ｎ
；
手
段

別
の

乗
換

え
利

用
者

数
（

人
）

 
 

Δ
ｔ
；
整

備
後

の
歩

行
者

短
縮

時
間

（
分

/
人

）
 

 
Ｃ
；
歩
行

者
の

時
間

評
価

値
原

単
価

（
円

/
人

・
分

）
 

移
動
形
態

別
の

歩
行

時
間

は
次

の
数

値
を

用
い

て
い

る
 

水
平
路
上

：
8
5
ｍ

／
分

、
階

段
上

り
：

4
0
ｍ

／
分

 
階
段
下
り

：
4
5
ｍ

／
分

 
 

【
快

適
性

等
】

 
Ｂ
＝
Ｎ
×

Ｗ
Ｔ

Ｐ
×α

 
 

Ｎ
；
対
象

者
数

（
人

/
日

）
 

 
Ｗ
Ｔ
Ｐ
；

支
払

意
志

額
 

 
α
；
整
備

充
足

度
（

１
～

０
）

 

当
該
研
究
で
は
、
時
間
評
価
値
が
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
属
性
別
・
目
的
別
に
設
定
さ
れ
て

い
な
い
。
 

ま
た
、
他
の
研
究
で
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い

快
適
性
に
関
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
算
定
し
て
い
る
。

し
か

し
、

便
益

額
の

算
出

に
は

利
用

で
き

る
が
、
結
節
状
況
評
価
に
は
適
さ
な
い
。
 

表
 
Ｗ
Ｔ
Ｐ
推
計
値
 

W
T
P

（
平

均
値

）

駅
広

+
デ

ッ
キ

運
賃

格
差

4
7
円

/
人

運
賃

格
差

4
7
円

/
人

2
0
円

/
人

2
1
円

/
人

1回
毎

3
8
円

/
人

2
6
円

/
人

2
2
円

/
人

2
円

/
人

2
円

/
人

滞
留

機
能

景
観

向
上

上
下

移
動

快
適

性
向

上
便

益
世

帯
寄

付
金

世
帯

寄
付

金定
期

利
用

利
用

料
金

駅
広

移
動

サ
ー

ビ
ス

向
上

便
益

定
期

利
用
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⑤
そ
の
他
参
考

と
な

る
論

文
 

 
論

文
名

・
著

者
名
 

評
価
に
関
す
る
内
容
 

評
価

手
法

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
等
 

備
 

考
 

『
交

通
結

節
点

の
あ

り
方

に
関

す
る

研
究

』
（

日
本

鉄
道

建
設

公
団

東
京

支
社
、
H
5
.
6
）

  

首
都

圏
の

郊
外

部
駅

を
対

象
に

、
移

動
距

離
及

び
階

段
数

等
の

移
動

抵
抗

を
比

較
・

分
析

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

移
動

抵
抗

を
定

量
的

に
示

す
た

め
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

を
指

標
と

し
て

採
用

し
て
い
る
。
 

【
デ

ー
タ

の
収

集
方

法
】

 
乗

換
に

お
け

る
移

動
距

離
に

つ
い

て
は

、
平

面
図

か
ら

の
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ
に
よ
る
。
な
お
、
高
低
差
に
関
し
て
は
、
平
面
図
内
の

レ
ベ

ル
数

値
を

基
礎

と
し

て
設

定
し

て
い

る
。

 
【

分
析

手
法

】
 

「
ス

ム
ー

ズ
に

乗
り

継
げ

る
公

共
交

通
―

交
通

機
関

の
乗

り
継

ぎ
施

設
・

方
式
の
改
善
に
関
す
る
調
査
―
」
（
（
財
）
運
輸
経
済
研

究
セ

ン
タ

ー
、
S
5
4
.
3
）

を
基

に
、

水
平

移
動

１
ｍ

に
対

す
る

係
数

が
１

と
な

る
よ
う
に
各
移
動
形
態
別
の
係
数
を
設
定
し
、
乗
換

に
よ

る
移

動
距

離
を

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

と
し

て
表

す
算

定
式

を
定

義
し

て
い
る
。
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

＝
 
 
水

平
距

離
＋

1
.
4
1
8

×上
り

階
段

数
＋
0
.
8
3
1

×下
り
階
段
数
＋

0
.
5
6
4

×ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の
あ
る
階
段
数
 

  
*
単

位
距

離
当

た
り

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
は

歩
行

速
度

が
7
0
m
/
分

の
と

き
最

小
と

な
り

通
常

の
歩

行
速

度
に

一
致

す
る

た
め

こ
の

速
度

を
係

数
算

出
の
基
本
と
す
る
。
 

乗
換

要
素

別
に

水
平

移
動

を
単

位
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
し

た
係

数
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

本
調

査
に

お
い

て
設

定
を

考
え

る
乗

換
行

動
別

の
指

標
に

お
け

る
係

数
の

参
考

値
と

な
り

う
る
。
 

『
公

共
施

設
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
目

的
と

し
た

移
動

連
続

性
に

関
す

る
調

査
』
（

第
3
3
回

日
本
都
市
計

画
学

会
学

術
研

究
論
文
集
）

 田
尻

 
要
（

西
松

建
設
（
株
）

技
術

研
究

所
）

 
伊

達
 

志
日

流
（

（
株

）
千

代
田

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
都

市
計

画
部

）
 

地
下

鉄
駅

に
着

目
し

、
駅

構
内

の
主

要
な

設
備

に
お

け
る

福
祉

的
配

慮
の

水
準

、
そ

れ
ら

設
備

を
利

用
し

な
が

ら
移

動
す

る
場

合
の

連
続

性
に

つ
い

て
事

例
調

査
を

行
い

、
移

動
連

続
性

の
確

保
の

た
め

の
要

件
に

つ
い

て
考

察
し

て
い

る
。
 

【
デ

ー
タ

の
収

集
方

法
】

 
あ

る
地

下
鉄

路
線

を
対

象
に

全
駅

の
地

上
出

入
口

と
ホ

ー
ム

間
の

移
動

の
連

続
性
、
個
々
の
施
設
整
備
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
９
年

1
0
～

1
1
月

の
土

日
を

中
心

に
現

地
の

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
 

【
分

析
手

法
】

 
下

表
に

示
す

福
祉

的
配

慮
の

評
価

基
準

、
移

動
連

続
性

の
評

価
基

準
に

従
い
、
対
象
駅
の
評
価
を
点
数
付
け
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

          

当
該

研
究

は
、

個
々

の
駅

を
評

価
す

る
の

で
は

な
く

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

施
設

、
移

動
経

路
上

の
問

題
点

等
に

つ
い

て
重

み
付

け
を

行
い

、
定

性
的

に
評

価
を

行
っ

た
も

の
で

あ
る
。
 

従
っ

て
、

当
該

調
査

に
お

い
て

定
量

化
し

な
い

項
目

に
関

し
て

は
、

本
研

究
で

の
評

価
基

準
の

考
え

方
が

参
考

と
な

り
う
る
。
 

表
 
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
と

移
動

形
態

別
の

係
数

の
関

係
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
率

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量
比

率
エ

ネ
ル
ギ

ー
消

費
率

7
0
m
/
分
を

1
.
0
E
/
1
.
6
5

7
0
m
/
分
を

1
.
0

と
し

移
動

量
係

数

R
.
M
.
R

R
M
R
+
1
.
2

E
a

b
a
/
b

佇
立
（

エ
ス
カ

レ
ー
タ

ー
）

0
.
8

2
.
0
0

1
.
0

0
.
6
0
6

1
.
0
7
1

0
.
5
6
4

4
0
m
/
分

1
.
5

2
.
7
0

1
.
3
5

5
0
m
/
分

1
.
6

2
.
8
0

1
.
4
0

6
0
m
/
分

1
.
8

3
.
0
0

1
.
5
0

*
*

*

7
0
m
/
分

2
.
1

3
.
3
0

1
.
6
5

1
.
0
0

1
.
0
0

1
.
0
0

8
0
m
/
分

2
.
8

4
.
0
0

2
.
0
0

9
0
m
/
分

3
.
7

4
.
9
0

2
.
4
5

1
0
0
m
/
分

4
.
7

5
.
9
0

2
.
9
5

階
段
（

上
り

）
5
.
5

6
.
7
0

3
.
3
5

2
.
0
3
0

1
.
4
2
8

1
.
4
1
8

階
段
（

下
り

）
3
.
5

4
.
7
0

2
.
3
5

1
.
4
2
4

1
.
7
1
4

0
.
8
3
1

状
　
態

歩 行

 

3
ポ

イ
ン

ト
2ポ

イ
ン

ト
1
ポ

イ
ン

ト
0ポ

イ
ン

ト

出
入

口

①
地

下
鉄

駅
名

が
明

確
に

表
示

②
エ

レ
ベ

ー
タ

表
示

有
り

③
歩

道
等

か
ら

段
差

な
し

の
3
項

目
を

満
足

し
て

い
る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

い
ず

れ
か

2
項

目
を

満
足

し
て

い
る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

い
ず

れ
か

1
項

目
を

満
足

し
て

い
る

地
下

～
地

下
1

階
エ

レ
ベ

ー
タ

[E
L
(G

/
L
1)

]

①
点

字
表

示
有

り
②

音
声

案
内

有
り

③
操

作
系

が
定

位
置

に
有

り
の

3
項

目
を

満
足

し
て

い
る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

い
ず

れ
か

2
項

目
を

満
足

し
て

い
る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

い
ず

れ
か

1
項

目
を

満
足

し
て

い
る

エ
レ

ベ
ー

タ
な

し

◎
*(

3
ポ

イ
ン

ト
)

○
*
(2

ポ
イ

ン
ト

)
△

*(
1
ポ

イ
ン

ト
)

●
*
(0

ポ
イ

ン
ト

)

認
識

に
関

す
る

評
価

移
動

先
(目

的
）
の

設
備

が
①

動
線

の
正

面
に

案
内

・表
示

②
明

確
(判

別
が

容
易

)に
案

内
・
表

示
ま

た
は

そ
の

場
所

か
ら

直
接

容
易

に
確

認
で

き
る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

い
ず

れ
か

1
項

目
を

満
足

し
て

い
る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

い
ず

れ
も

満
足

し
て

い
な

い
構

造
上

該
当

し
な

い

移
動

に
関

す
る

評
価

移
動

先
(目

的
）
の

設
備

ま
で

①
階

段
・段

差
な

ど
の

障
害

が
な

い
(途

中
で

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

が
利

用
可

能
な

場
合

も
含

む
）

②
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
る

誘
導

有
り

③
水

平
距

離
で

約
3
0
km

以
内

ま
た

は
そ

の
場

所
か

ら
直

接
容

易
に

確
認

で
き

る

左
記

(3
ポ

イ
ン

ト
)の

①
を

含
む

い
ず

れ
か

2項
目

を
満

足
し

て
い

る
左

記
(3

ポ
イ

ン
ト

)の
①

の
み

を
満

足
し

て
い

る
左

記
(3

ポ
イ

ン
ト

)の
い

ず
れ

も
満

足
し

て
い

な
い

表
　

各
施

設
に

お
け

る
福

祉
的

配
慮

の
評

価
基

準
の

例

表
　

各
施

設
に

お
け

る
移

動
連

続
性

の
評

価
基

準
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論

文
名

・
著

者
名
 

評
価
に
関
す
る
内
容
 

評
価

手
法

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
等
 

備
 

考
 

『
交

通
結

節
点

の
現
状
』
（
交

通
工

学
、

1
9
9
1
、

N
o
5
）

 
 内

山
 
久

雄
 

（
東

京
理

科
大

学
理

工
学

部
土

木
工

学
科

教
授
）
 

様
々

な
乗

換
要

素
（

水
平

方
向

の
移

動
、

上
下

方
向

の
移

動
等

）
に

つ
い

て
、

ど
の

程
度

の
抵

抗
が

あ
る

か
に

つ
い

て
、

鉄
道

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

用
い

、
乗

換
抵

抗
を

定
量

化
し
て
い
る
。
 

【
デ

ー
タ

の
収

集
方

法
】

 
通

勤
・

通
学

目
的

に
着

目
し

、
大

都
市

交
通

セ
ン

サ
ス

ト
リ

ッ
プ

デ
ー

タ
の

都
心

部
か

ら
放

射
状

に
伸

び
る

郊
外

駅
の

う
ち

、
乗

車
客

の
多

い
駅

を
発

駅
に

、
最

終
下

車
駅

と
し

て
降

車
客

の
多

い
任

意
の

地
下

鉄
駅

を
着

駅
と

し
、

こ
れ

ら
発

着
駅

の
組

み
合

わ
せ

か
ら

２
通

り
の

経
路

が
設

定
で

き
利

用
者

の
多

い
1
1
0
の

Ｏ
Ｄ

ペ
ア

を
分

析
対

象
と

し
て

い
る

。
 

【
分

析
手

法
】

 
経

路
選

択
モ

デ
ル

と
し

て
集

計
型

の
ロ

ジ
ッ

ト
モ

デ
ル

を
用

い
、

時
間

変
数

と
し

て
当

該
経

路
の

所
要

時
間

、
費

用
変

数
と

し
て

通
勤

定
期

代
を

説
明

変
数

に
パ

ラ
メ

ー
タ

を
推

定
し

て
い

る
。

（
運

賃
と

所
要

時
間

の
２

つ
に

よ
っ

て
経

路
選

択
が

な
さ

れ
て

い
る

と
し

た
場

合
の

分
析

。
乗

換
に

関
す

る
所

要
時

間
の

組
み

合
わ

せ
は

表
の

と
お

り
。

）
 

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
】

 
全

体
的

に
乗

換
時

間
は

ラ
イ

ン
ホ

ー
ル

時
間

の
関

係
は

1
.
4
倍

の
ウ

ェ
イ

ト
が

あ
る

。
（

モ
デ

ル
１

）
 

歩
行

時
間

と
エ

ス
カ

レ
ー

タ
時

間
は

ラ
イ

ン
ホ

ー
ル

時
間

の
そ

れ
ぞ

れ
1
.
9
倍

、
4
.
7
倍

の
ウ

ェ
イ

ト
が

あ
る

。
（

モ
デ

ル
２

）
 

階
段

昇
り

歩
行

、
階

段
降

り
歩

行
、

水
平

歩
行

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
時

間
は

、
ラ

イ
ン

ホ
ー

ル
時

間
の

そ
れ

ぞ
れ

8
.
1
場

、
3
.
5
倍

、
1
.
5
倍

、
6
.
1
倍

の
ウ

ェ
イ

ト
が

あ
る

。
（

モ
デ

ル
３

）
 

さ
ら

に
、
水

平
歩

行
時

間
を

基
準

に
取

る
と

昇
り

5
.
4
倍

、
降

り
2
.
3
倍

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
4
.
1
倍

の
の

ウ
ェ

イ
ト

が
あ

る
。

 

通
勤

・
通

学
目

的
の

み
で

は
あ

る
が

、
乗

換
要

素
別

の
ウ

ェ
イ

ト
が

示
さ

れ
て

お
り

、
本

調
査

に
お

い
て

設
定

を
考

え
る

乗
換

行
動

別
の

指
標

に
お

け
る

係
数

の
参

考
値

と
な

り
う
る
。
 

『
交

差
立

体
可

視
化

モ
デ

ル
を

用
い

た
群

衆
の

交
錯

状
態

の
表

現
に

関
す

る
研
究
』
 

佐
野

 
友

紀
 

（
工

修
 

早
稲

田
大

学
大

学
院

理
工

学
研

究
科

博
士

課
程

）
 

渡
辺

 
仁

史
 

（
工

博
 

早
稲

田
大

学
理

工
学

部
建

築
学

科
教
授
）
 

空
間

に
お

い
て

交
錯

す
る

人
の

動
き

を
対

象
に

、
移

動
平

面
を

Ｘ
Ｙ

平
面

、
時

間
軸

を
Ｚ

軸
に

取
り

、
３

次
元

空
間

に
立

体
的

に
表

し
た

モ
デ

ル
を

用
い

、
人

の
交

錯
状

況
を

把
握

す
る

手
法

に
つ

い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
 

【
評

価
手

法
】

 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
内

に
５

ｍ
×

５
ｍ

の
仮

想
空

間
を

設
定

し
、
各

辺
か

ら
対

抗
す

る
辺
に
人
が
移
動
す
る
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
、
群
衆

の
流

れ
を

再
現

し
、
そ

の
交

錯
結

果
を

Ｘ
Ｙ

、
Ｘ

Ｚ
、
Ｙ

Ｚ
平

面
に

投
影

し
、
仮
想
３
次
元
空
間
で
人
の
歩
行
領
域
を
把
握
す
る
手

法
を

構
築

し
て

い
る

。
 

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
】

 
上

記
で

設
定

し
た

評
価

手
法

に
よ

り
、
実

際
に

都
市

で
の

交
錯

状
況

を
撮

影
し

、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
の
仮
想
空
間
に
お
い
て
交
錯
状

態
の

視
覚

化
を

行
っ

て
い

る
。

 
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、
群

衆
の

交
錯

状
況

を
種

類
別
（

交
錯

パ
タ

ー
ン

別
：
一

方
向
流
、
対
抗
流
、
多
方
向
流
等
）
に
把
握
す
る
一

手
法

と
し

て
仮

想
３

次
元

空
間

で
の

視
覚

化
を

提
言

し
て

い
る

。
 

具
体

的
な

評
価

手
法

ま
で

は
示

さ
れ

て
い

な
い

が
、

歩
行

者
空

間
の

評
価

に
お

い
て

基
本

的
な

考
え

と
し

て
捉

え
る

こ
と
が
出
来
る
。
 

   

表
 

所
要
時
間
モ
デ
ル
推
計
結
果

 
変
数
名

モ
デ
ル
1

モ
デ
ル
２

モ
デ
ル
３

昇
り
歩
行

時
間

-
1
.4
2
9
1

　
　
　
　

（
分
）

(
1
2.
3
)

降
り
歩
行

時
間

-
0
.6
4
6
3

　
　
　
　

（
分
）

(8
.
0
)

水
平
歩
行

時
間

-
0
.2
7
5
3

　
　
　
　

（
分
）

(
1
9.
7
)

昇
り
+
降
り
+
水
平

-
0
.
3
4
4
9

歩
行
時
間

（
分
）

(
4
2
.
5
)

エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー

-
0
.
8
5
2
5

-
1
.1
1
6
5

　
　
　
　

（
分
）

(
3
1
.
1
)

(
2
7.
5
)

総
乗
り
換

え
時
間

-
0
.
25
0
8

　
　
　
　

（
分
）

(
5
1.
3
)

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
時
間

-
0
.
17
9
1

-
0
.
1
8
1
5

-
0
.1
8
3
3

　
　
　
　

（
分
）

(
4
0.
1
)

(
4
3
.
8
)

(
4
2.
0
)

通
勤
定
期
代

-
0
.
36
8
4

-
0
.
4
1
9
2

-
0
.4
0
8
4

　
（
千
円

/月
）

(
3
6.
7
)

(
4
1
.
4
)

(
3
8.
0
)

相
関
係
数

0
.
75
5

0
.
7
9
9

0.
7
9
3

サ
ン
プ
ル
数

1
1
0

1
1
0

1
1
0

(
　

)
内
t
-
値

乗 り 換 え 時 間
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⑥
本
調
査
に
お

い
て

計
測

を
考

え
る

評
価

指
標

と
既
往
文
献
で
の
評
価
手
法
の
関
係

 
『

都
市

公
共

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

お
け

る
乗

換
抵

抗
の

要
因

分
析

と
低

減
施

策
に

よ
る

便
益

計
測

に
関

す
る

研
究

』

『
鉄

道
駅

に
お

け
る

乗
換

行
動

の
負

担
度

と
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
』
 

『
都

市
鉄

道
に

お
け

る
乗

継
利

便
性

向
上

施
策

の
評

価
手

法
に
関
す
る
研
究
』
 

『
平
成

1
1
年
度
 

都
市
内
道

路
評
価
手
法
検
討
調
査
』
 

 
評
価
指
標
 

本
調

査
で

考
え

る
評

価
項

目
の

計
測

内
容

 
（
■
：
直

接
評

価
に

係
わ

る
項

目
、
□
：
直

接
評

価
に

係
わ

る
 

項
目
に

対
す

る
説

明
変

数
等

と
し

て
把

握
す

る
項

目
）

所
要

時
間

評
価

値
 

所
要
時
間

評
価
値
 

所
要
時
間

評
価
値
 

所
要
時
間

評
価
値
 

ホ
ー

ム
か

ら
階

段
等

ま
で
の
移
動
 

■
ホ
ー

ム
中

央
か

ら
階

段
等

ま
で

の
平

均
移

動
時

間
□
ホ
ー
ム
の
幅
、
流
動
量
、
列
車
待
ち
し
て
い
る
人
の
概
数

○
 

○
 

実
測
が
必
要

○
 

○
 

△
 

○
 

△
 

通
路
の
移
動
 

■
歩
行

者
空

間
通

路
に

お
け

る
平

均
移

動
時

間
 

□
通
路

の
幅

、
流

動
量

、
交

錯
・

錯
綜

 
○

 
○

 
実
測
が
必
要

○
 

○
 

△
 

○
 

△
 

階
段
の
移
動
 

■
上
り

（
下

り
）

階
段

を
利

用
し

た
平

均
移

動
時

間
□
階
段

の
幅

、
流

動
量

、
高

低
差

 
○

 
○

 
実
測
が
必
要

○
 

○
 

△
 

○
 

△
 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
の
移
動
 

■
エ
ス

カ
レ

ー
タ

を
利

用
し

た
平

均
移

動
時

間
 

□
処
理

能
力

、
流

動
量

、
高

低
差

 
実

測
が

必
要

○
 

立
位

で
代

用
実
測
が
必
要

○
 

実
測
が
必
要

△
 

実
測
が
必
要
 

△
 

エ
レ
ベ
ー
タ
の
移
動
（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

策
が

主
で
評
価
の
重
み
は
低
い
）

■
エ
レ

ベ
ー

タ
を

利
用

し
た

平
均

移
動

時
間

 
□
処
理

能
力

、
流

動
量

、
高

低
差

 
実

測
が

必
要

○
 

立
位

で
代

用
実
測
が
必
要

○
 

実
測
が
必
要

△
 

ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
で
代
用

実
測
が
必
要
 

△
 

階
段

及
び

エ
レ

ベ
ー

タ
等
で
の
待
ち
 

■
階
段

等
に

お
け

る
平

均
待

ち
時

間
 

□
階
段

の
幅

員
、
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾀ
の

処
理

能
力

、
利

用
者

数
実

測
が

必
要

○
 

立
位

で
代

用
実
測
が
必
要

○
 

○
 

△
 

ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
で
代
用

実
測
が
必
要
 

△
 

駅
改
札
口
で
の
待
ち
（
自

動
改

札
の

普
及

で
評

価
の
重
み
は
低
下
）
 

■
改
札

口
に

お
け

る
平

均
待

ち
時

間
 

□
改
札

口
の

開
放

数
、

流
動

量
 

実
測

が
必

要
○

 
実

測
が
必
要

○
 

○
 

△
 

ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
で
代
用

実
測
が
必
要
 

△
 

信
号
、
横
断
歩
道
等
に
よ

る
待
ち
 

■
信
号

、
横

断
歩

道
通

過
時

の
平

均
待

ち
時

間
 

□
信
号

サ
イ

ク
ル

、
自

動
車

交
通

量
 

実
測

が
必

要
○

 
立

位
で

代
用

実
測
が
必
要

○
 

実
測
が
必
要

△
 

ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
で
代
用

実
測
が
必
要
 

△
 

乗
り

継
ぎ
・
待
ち
等

に
よ

る
移

動
時

間
（

肉
体

的
負
担
）

歩
行
空
間
の
広
さ
（
移
動

の
し
易
さ
）
 

■
歩
行

者
空

間
の

幅
員

、
流

動
量

 
□
視
覚

的
な

判
断

に
よ

る
錯

綜
状

況
 

＿
＿

＿
＿

 
＿
＿
＿
＿
 

○
 

混
雑
指
標
を
利
用
 

○
 

Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
利
用
 

歩
行
支
援
施
設
の
整
備

状
況
(心

理
的
負
担
) 

歩
行
支
援
施
設
の
整
備
状
況

（
ｴｽ
ｶﾚ
ｰﾀ
、
ｴﾚ
ﾍﾞ
ｰﾀ
、
等
）
 
■
歩
行

支
援

施
設

の
あ

り
・

無
し

 
《
通
常

歩
行

に
み

る
等

価
時

間
係

数
》

 
＿

＿
＿

＿
 

＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

○
 

Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
利
用
 

交 通 結 節 機 能 

駅
広

内
施

設
の

形
態

（
心

理
的
負
担
）
駅
前
広
場
内
の
施
設
の

形
態
（
立
体
・
平
面
）
 

■
利

用
す

る
駅

前
広

場
内

施
設

の
施

設
形

態
の

状
況

（
立

体
o
r
平

面
）

 
＿

＿
＿

＿
 

＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

ホ
ー
ム
で
の
列
車
待
ち
 

■
鉄

道
か

ら
鉄

道
へ

の
乗

換
時

に
発

生
す

る
平

均
待

ち
時

間
 

○
 

○
 

実
測
が
必
要

○
 

実
測
が
必
要

△
 

ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
で
代
用

実
測
が
必
要
 

△
 

接
続

待
ち

時
間
（
肉

体
的

負
担

）
 

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
へ
の
乗

継
ぎ
待
ち
 

■
バ
ス

、
タ

ク
シ

ー
乗

換
時

の
平

均
待

ち
時

間
 

実
測

が
必

要
○

 
実
測
が
必
要

○
 

実
測
が
必
要

△
 

ｴ
ｽ
ｶ
ﾚ
ｰ
ﾀ
で
代
用

実
測
が
必
要
 

△
 

滞 留 機 能 

待
合

い
施

設
の

整
備

状
況
（

心
理
的
負

担
）

 

ホ
ー
ム
、
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
乗

場
等

で
の

待
合

施
設
（
イ
ス
）
の
整
備
状
況

■
待
合
い
施
設
の
あ
り
・
無
し
、
風
雨
よ
け
の
あ
り
・
無
し

□
施
設

利
用

者
数

、
着

席
施

設
数

 
《
通
常

待
ち

に
み

る
等

価
時

間
係

数
》

 

＿
＿

＿
＿

 
＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

○
 

Ｗ
Ｔ
Ｐ
を
利
用
 

動
線

と
案

内
板

配
置

の
適
合
性
 

＿
＿

＿
＿

 
＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

列
車

間
の

乗
継

ぎ
情

報
の
適
切
な
提
供
 

＿
＿

＿
＿

 
＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

情 報 案 内 機 能 

情
報

案
内

機
能

の
わ

か
り

や
す
さ
（
心

理
的

負
担

）
 

接
続

す
る

バ
ス

等
の

適
切
な
案
内
 

■
経
路

に
け

る
情

報
提

供
施

設
の

あ
り
・
無

し
（

提
供

内
容

も
含

め
て

）
 

《
情
報

提
供

施
設

状
況

別
で

の
ロ

ス
時

間
発

生
状

況
》

＿
＿

＿
＿

 
＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

＿
＿
＿
＿
 

『
都

市
鉄

道
に

お
け

る
乗

継
利

便
性

向
上

施
策

の
評

価
手

法
に

関
す

る
研

究
』

の
評

価
値
に
関
す
る
△
は
、
評
価
値
が
通
勤
目
的
の
も
の
し
か
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た

め
。
 

『
平
成

11
年

度
 
都

市
内

道
路

評
価

手
法

検
討

調
査

』
の

評
価

値
に

関
す

る
△

は
、

属
性

等
が
一
切
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
。
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（2 ）評価手法の検討 
 学術論文の評価手法の整理結果より、本調査で用いる交通結節点の評価手法を検討した。 

 

①評価手法設定において留意すべき条件 

 本調査での評価手法設定にあたっては、以下の条件に留意し検討した。 

 

【評価手法のあり方】 

Ⅰ．交通結節点の形態、設置施設が異なる複数の駅での汎用性がある 

Ⅱ．施設整備内容の差異（設置施設個々）を考慮した評価が可能である（エレベータが設

置されているが、上り・下りのどちらかしかない等） 

【評価指標のあり方】 

Ⅲ．移動経路上の混雑状況を加味している（混雑状況を乗り換え抵抗として捉える歩道幅員

等の施設設置効果が個別に評価できる） 

Ⅳ．移動形態別に存在する心理的負担を加味している 

Ⅴ．属性別・目的別での評価が可能である 

 

【既往論文の評価手法と本調査の評価手法での留意点との対応】 

 先の学術論文における評価手法の整理結果から、①で提示した本調査における評価手法の留意

すべき条件への適応状況を表 3-5 に示した。評価手法の留意すべき条件との対応から、水平歩行

時間に置き換えた一般化時間への換算手法（分析手法は、水平歩行時間と他の乗継行動との一対

比較分析「鉄道駅における乗換行動の負担度とアクセシビリティに関する研究」）を中心とし、

これに混雑水準の評価要素を加えることが望ましいと考えられる。 

 
表  ３-５ 既往文献の本調査における留意すべき条件への該当状況 

本調査での評価手法 

留意すべき条件への該当状況 
論 文 名 

本調査で評価を実施する際に 

不足している項目 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

①都市公共交通ターミナ

ルにおける乗換抵抗の

要因分析と低減施策に

よる便益計測に関する

研究 

・移動速度において混雑に関する指標が加

味されていない。 

・時間評価値の中に心理的負担に関する内

容が含まれるのが高齢者の階段下りのみ

である。 

○ ○  △ ○

②鉄道駅における乗換行

動の負担度とアクセシ

ビリティに関する研究 

・各乗り継ぎ行動の中に混雑に関する指標

が加味されていない。（現在のものはオ

フピーク時にしか対応していない） 
○ ○  ○ ○

③都市鉄道における乗継

利便性向上施策の評価

手法に関する研究 

・混雑指標を加味した乗換行動別の移動時

間等の算定モデル式が構築されている

が、属性別での設定がされていない。 

・時間評価値が通勤目的の乗換行動別でし

か設定されていない。 

  △  ○

④平成 11 年度 都市内

道路評価手法検討調査 

・時間評価値が、属性別・目的別に設定さ

れていない。 

・快適正等に関し、ＷＴＰを設定している

が便益額の算出には利用できるものの結

節点評価には適さない。 

○     

注）該当状況○は概ね一致、△は読み替え等によっては該当する状況を示す。 



25 

②評価手法の考え方 

 前提条件、既往文献に見る評価手法を踏まえ、本調査における評価手法について、以下のとお

りとした。 

 

表  ３-６ 本調査で検討する評価手法の考え方 

 具体内容 備  考 

分析の対象 ・乗り換え経路に含まれる各要素の移動形

態を個々に分割したものを対象とする。

・交通結節点全体を評価する際は、個々の

乗り換え行動の和を評価の対象とする。

乗り換え行動全てを対象とした場合、どこに

問題があり、乗り換え抵抗が高いのか把握し

にくいことから、乗り換え行動を個々に分割

することで問題事象を把握しやすい形とし

た。 

・一般化時間を用いる。 

 

アンケートによるデータ収集の際、等価時間

に関する質問となる上、各行動を費用化する

よりも、時間で表した方が一般的に判断しや

すく、分かり易いこと、また、混雑状況別で

の評価も可能であることから採用した。 

評価の単位 

・指標 

・乗り換え抵抗については、乗り換え行動

別に高齢者行動、通勤目的行動、自由目

的行動、業務目的行動の別で、評価値を

検討する。 

ピーク時・オフピーク時の別を把握できる。

また、混雑状況を含めた指標を設定しやす

い。 

分析手法 ・水平歩行時間を基準とした場合の乗換行

動要素別での移動時間を用いる。 

・指標値の設定にあたっては、一対比較の

アンケートにより、水平歩行時間と等価

となる移動時間を設定する。（乗り換え

行動要素別の等価時間係数の設定） 

水平歩行と等価な移動には心理的な負担も

含まれており、一対比較を用いることで、心

理的負担を含み算出することが可能となる。

また、混雑状況を加味した歩行時間値の算出

も、既存事例があり可能である。 

データの 

収集方法 

・個々の乗り換え行動に関連する移動距

離、移動時間、流動量、幅員構成（階段

数・高さ等）については現地での実測と

する。 

・等価時間の算出においては、結節点での

アンケート調査により得たデータを用

いて設定する。 

移動形態別での歩行速度等が既往文献にて

示されているが、それらの検証も含め本調査

にて実測する。 

 

 なお、本調査での乗り換え利便性評価については、高齢者行動、通勤目的行動、自由目的行動、

業務目的行動の別での検討を試みることとし、朝夕ピーク時の評価値を通勤目的の評価値とした。

朝夕ピーク時以外の評価値は、高齢者・非高齢者別に、高齢者行動、自由目的行動、業務目的行

動における評価値を代表して計測した。 
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